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KBr・結 品 は適 需 な る條 作 め下 で は一 綾 に 電氣 を傅
導 す.乙♂ 今 色 曜・ o㍗〔ParUrentren}.を政 て;充ilLたる
此 の 結 晶g⊃一 方'に,電子 をcR給ナ る金 規,例 へ ばG,
他 方 辷電 子 を奥へ ない 金 屬,例 へ ばP【 を用 ひ て電
極 と し,之 に電 厭 を加 へ る.CaがF?NFの場 合 は,AI
幽"lrトに 強 い電 子 電 流 が 碍 られ 己が,Ptが 陰 趣 に なれ
iz,色81露心 は 隅掫 の方 に 移動 して陰 趣 の 前 離 に透 朔
な る閉 塞膜(SpcrcchidrQを生 じ,経 に は結8冒1はを
く透 明 に なつ て,イ 才 ンに よつ τの み しか 俥導 しな
い・ 即轄 晶 は 電流 の 方 向 に依 て扱 抗 が 非常rこiML=1i
に な り,律 て整 流 作 珊 を示 す'1`にな る,適 需 な る條
nの 下 で は,閉 塞膜 は蒜 い もの で よい か ら,かLる
紬 晶 は警 通 の 交流 を整 流 しi'Jz.例へ ば2S{WC1:於
て,220Vの 交流 が 釣30%に 敏 流 され る.此 の際 の
閉～聾膜 の 厚 きは10一圏mln.以下で あ る一
以1:の如3LA'1'心.を含 んY'fi'iMi以外 の も の も整 旌
作 用 を示 ナ.買 卿的 に はC悔0一 整 流器 が 川 ひ られ
る・銅 板 の一ifiに酸 素 を作 用 させ る と・ 縄 悴 の1.ll
に接 して.C唖0め 暦 が 出來,そ の 上 に 遏 剰 の酸 索 を
含 ん だCu聖0の贋,呻Cllゆ 十CuOの 暦 がlll來る.ss
二 の趣 と..してILIYの金 醐 を用 ひ る.Cuガ 陰 盈 に な
つ た と き,電 子 はCuよnikiし るが,L{1が 陥梯 に
な る と.～酸 化 物 の 閉 塞膜 は電 子 を 【)1に與 へ な い・
帥 整 流 作11]を示 ナ,此 の場 合第 二 の極 と な る金 腸 は
閉 塞 の 性 質 を示 さな い・
上 の 如 く電 子 を興 へ る電 橄 が1っ の場 合 は 圏 二恒i
眞 唯管 に#118P7L.而して此 の紬 巳ll1中に,グ リツ ド
と呼 ば れ る第 三 の 電極 を入 れ る と,三 極 眞 空 管 に 相
需 す る剃 御 器 官 とす る.2j('が田 來 る・ 例 へ ば 色 Φ 心 を
含 ん だ..KB卜ti'iigi巾に,Piの線 を入7tて,之 をグ リ
ッ ドと し規 の は ・ 癩 僑 の嬢 大寧 の もの が得 らオ・
た ・b%t之以kのua大 拳 の むの も伜 リ得 る.
紡 晶 ・1吻電 子 の槻 散 は 高眞 空1こ於 け る 加 速 蓮 動 と
は 異 るが電 子 が 電 流 の大 部 分 を蓮 ぶ もの で あ る と言
ふ 寧 がNl來る.(長 谷 川)
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2.光 化 學 的根 櫨 よ り結 合 手の 強 さ.を
計 算 す る事
M・RnlLm,ノ」Chon・/'hpx.,B,
818～23〔1938}
署 者 は曩 にR`レll巴傭mと 共 に多M!子分子 ρ 光 分解
に於 けL初 期 反 應 に 就 て論 じ た(本 誌箪12雀抄 録 第
dog).JF際.HClm等 の 多原 子 分 子 のprediisndn・
jinnの岡 題 に觸 れ たが,其 後 之 た 就 てxに 詳 し く論
じた(ノ」C/um.ノ弓勿写・6.Gig～9)8prcd".cv.riationス
ペ ク トル よ リ解 離 熱 を計 算 する.lmt;r.,多原 子 分子
に於 て はart子分 子 の 掲 合 よ.リも眞 の解 離 熱 に 近 い
値 が 得 られ る と考 へ られ る.著 者 は この考 へ に 些 き
CI【,ci【0,1【CHQ,(:1.13COα13のP【alissxialinn





署者 は之 等 の 値 と窪寒 の熱 化 學 的 な種 々.のL"cLriか
ら 燭 【弱{琴;に於 け るC・C或 はCdT縞 合 の 彊 さ を
計 算 してxの 如 き粘 築 を得 た.








































上 衷II6CI[NCOのC・Cが非常 に 小 さ くGfてゐ る
が 、 之 は.解陰 で 出來.た α}がc旺,col!吻 α 》 と
阿 一 の軍 子 配 置.を持 つ てゐ ない 廓 に よ 己 もので あ 乙・
第1岡 は この塘 合 に 於 け.る㎡ テ ン シヤ ル エ ネ..ルギ ー
の 飃 鯀 を示 す。隠 よ り明 か な δ如 《,C燭 α)→CI[y
十CO祷'こ昏:【100-19,4帥80.4kcalを饗 す るrto
しCOQは 二 つ のunpaired電子 を},qち.(η よ り絢
1004ca1.ボテ ン シヤ.ルs$Hギ ーが大 で あ る.1[CO
II■のC-Rの 航 が 小 さい の も同椴 な理 由 に基 く もの






Pdや,〉 の 表 面 を流 れ る112巾 に11原 子 オ{含
霊れ てrる ⊇1`は慶 にAndcra.n(1922〕やTfilchell
(1923).等に 依 て認 め られ て 贋 る處 で あL・ 乂(sir,.
十〇曾)'のP1に依 る觸媒 反 應 に於 てはPI糞 面で`⊃旺
rn來て これ が氣 相 巾 に川 て氣 相 反慝 を傳播 ナ る と
云 ふ 形 へ が1'oljakow(told)等8=依て主 張 され て屠
る.
著 蓉 は ア 七 トンが熱 分 解 或 は接 觸 分 解 をす るnyに
CHJI撃が遊 離 して 氣 相 【1.■を傳播 して 行 く と云 ふjl「を
螢 光 物 質 の 發光 製 象 を用 ひ て確 め た の で あ る,
raト.ンの分 解 槻 構 と して は
第 一 次 遡 程`コrI3c(》(:H3-CI【轟+【;(,C:■13
fc)(Ih→00十C【3





と考 へ られ て 屠 る・
今 熱 分 解 の時 に も,接 崩 分解 の 時 に もUI3の 如
き遊 離 アル キ ル藷 が獲 生 す る事 を 確 め樣 とす るの で
あ るが,こ の 目的 に 對 して は,從 來PπnCllしの 方 法,
即 斯 くの如 き迸離 基 が金 麗 薄膜 〔Pb,Zn,Sn,Sl㌧)等
と作 川 し て揮 褒隷 物 質.を.生成 して金 麗 膜 が 剥 げ う と
云か 事 賞 が川Uら れ て來 た ので あ る.併 しこれ は3戯
索 が 共 存 した9,樹 脂 歌 物 質 のiii來る堵 合 に は現 オし
難 い と巽 ふ 訣 顯 が あ る.そ こで 著者 は,ζ の方91<に
y_r一,螢牽 物 質 例 へ ば7uSや(浦 等 を塗 つ た 碕子
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に流 し 一定の場所で加鹹 噸 媒 瞳 元昌ウケル)
に.撞鵤せしめ,此 顧か.ら少 し離れた器壁にに金屬膜








動粛 掴 ・貅 措する享が励 弊 ると「棚 こその桧
田には・螢光膿の發光鵬 ヒを川ひるのが,一 厨輝常
である事を却つた・ 〔後藤)
4・ 均 一 系接 勝 水素 添 加
¥1.Calvin,Trnns.Pnmd.Sb<.,
39,1131-91(1938}
配 位 化 合 絢 の接 鳴IX10は古 くか ら知 られ て を り,
特 に酸 化 邇 元 の 生胆 媒(IDi`}・car"b讐り と して優1レそ
ゐ ろ.例 へiiFeを 含 有 ナ る もの に.he岬01而,
chlomPhy1】,catala5Upcy色rDclLrome,C"を含有 す る も
のにhemncyanin,pnlyphennlo:idnx等があ る.こ
#Lら金 屬 は その配 位轆 合 の相 手 た る1V乂 は`D,Sと
:IL一に接 溺能 を脊 す る と考 へ られ て ゐ る.こ Σで はN
又 はoと 配 位 す る 蜘 の ・回 ・1・イ哈 物の 數 種 に
就 い て永 素 及 び 戯 崇 に 對 す る舉 動,パ ラ水 素 のqty,
重 水 素 の交 換 反 踏i等を檢 した・.
そ の鰭 果 はp例 へ ばCupricacetate
叫・・〈1>?〈1>陥
0)quin`,Ilne瀞液 の 水 素 瓦 斯 の吸 牧 迚 度 を海定 した る
忙(100ｰC附三匠),反感 仕級 糧 な 臼己接1觸的'ζ遒行 し
てゴ('yll一.Cupあ逡 元.に嬰 す・る水 素 鼠..を吸軟 す れ ば
皮 慮 は 止 ま る・ この際 溶 液 ゆ 色 は繰 色 よnxピ ー赤
.nる ・ この 液 はysjgにて容 易rこO窪 に て酸 化 され
tiにもtる 。 更.に.h開Cull→('uI.の反感 鋒 了 後 も
40 捗
徐 々 に小 量7)14吸 敦 が行 はれ 約so時冊 に て 液 は無
色 とh・n.c・の醐 枇 澱 を生 ず る.・.tDCup一.C・。が
















































侮 水 素吸 牧 の 初蓮 度 は こわ も の 腕 質 の濃 度 に 無 闘 係
で あ る,反 廊 の 進行 は次 の式 に 從 ふ・
黜n(x.十c)=kl+Wnel・ヨ叢に(IL))は吸 牧 せ らオし
た水 素 輪Cは 接 演 蓮 元で な く他 の不 純4Ur.よる風
廠 に釣 す.乙葡 正.從 つ て反 慮 連 度 は 水 葉 瓦 斯 の蹤 力
に 比例 す る..監し・つ租 々の 氾度 のkよ り反 感 の滋 性 化
熱 を求 め た る,(a}の反 慮 に は6000岬S・(1・)にiS
S700c島15を得 た・CuCl2の 叩inone溶液 に就 き パ
ラ ・Ii..あ韓 位 を見 た るに起 らず,Dユ8こ 依 δ還 元 は
ic.より40%誣かつ.た・






蜘 こCud:r十aOrgと 轄 合 した第 一 銅化 合 物,
2:quinnlinc,Su:迴元 され う鞠 跡 か く め.如齟く
gainolme(瀞媒)と 配 君鉱幣 脅 すa銅 蹟 盛 を.欄蝶 と 考
へ る・.このAsは配 位鞘 合 を しない 溶 媒で1ま反 應 が越
らぬ よ リ明 らかで あa.上 求 よ り解 る如 くCuに 軸
合・す る基 は次 の黷 で 反 懸 に 影奪 を與 へ.る・(い 鋼 職
の瀞 臓,.(2)Q・h。1i・c.との 不 街,(3)H・ と の反
晦,(4)邂 元 さftiる物 質 との 反 塵 等 ・ 然 して かLa
反啣 詮.く 均 一 性,.二て 酵 素 の反 感 等 の生 化 串 的酸 化
還 元 と繖.し て藤 で あ る.(水 渡)一
物 理 化 学 の 進 歩Vol.13n(1939)
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曩 に 馨 者 螂 は,(CIIa+r》」の熱 爆 發 條 件 が1察 器 壁
の性 質 や,金 屬 表 面 に 依 て著 しい影憾 を受 け る亊 を
認 め,之に 封 して.Iletemgen-ham!.geneFatal}x"
な ろ織 櫞 を提 唱 し牽 が,:raa十=於ては(2IL十〇三)1二
討 し て も同楼 の現 象 の 起 る事 を揃 廟 して 上 の揮 構 を
適mせ ん とナ るの で あE.
賞 験 は 凡 て,9×2.5cmの石英 管 を1Hひて行 はれ,
ri緯(0.2mm)彦 螺 旋 欣 に 卷 い た もの を嫌 入 してp
Tの 反 瞳 速 度 或 は 爆 發 撚 をtL,S()aマノ メー タ ーに
依 て糎 測 したの で あ る.
實験 結 果(1)爆褒 の 下 限壓1'mil,はP`線を挿 入
す るyir.依て.L昇す る.面 して その 上 昇 の 程度 はPし
譲 の 全長r&Lず して,反 塵管 に洛 つ て螺 旋 の 占め
る長 さ(螺舞 の 伸縮 環)に 依 て異 る・ 帥 ち桑一艮2Qcm
it
のP喋 隻 の反 塵 管 に劉 ナ 醂 腋 を3・亨,3・1













Pl螺旋 に 依 て1!iめら{LLMS:分
第 一 鯛'
(2)溢 度 とPmiロ との 冏 に は
1・9r卜舎+B














脚 鷺sMMq,昂 ● 麌r
11
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面 して7Plの 存 御31}.に封 して署 し き影 榔 を興 へ
る.
(:S)石英 反 感 管 にPt線 の 切1,を頚 人 す る と,そ
のPt線 の長 さが増 すKilitiて,P-T曲線 にFJLILる
ｰKAR1部分 が 弐 第 に減 少 して,Pt線1・5cmに 於 て









1-P星 な し 号H-P匚 線1mm;HI-P`allllll
IV-1'tIcm;V-YlL'ucm
第 三 區
(4)Pmin以下 の厭 力の下 に 起 る緩 侵 反 應 に封 す
る,全 長1.5cmの 置 線 肌Pi綴 と,全 長20.CIIIの.
Pヒ線.を1・5cmに卷 き縮 あ た 螺旋 との影 鯨 は.4く等
しい.
(n)齪 慢 反 駆 速 度 にP,1.するP匚.線の 影 轡 は 全 艮
Iabn.迄は髄 的 に 作mし,之 を超 え る と却 て抑 制








(6)∫凝 漫 反 態 蓮 度1よ副匹鎖 反 廱 形式 を と る,皀 μち,
lo94P一敦の 闇 貨…`ま直fin,とな る.(第5圏)皀Pち
JP蹴Neγ
な る服 係 が 域 立 す る・ 飢 し イpは1時 開 内 の反 哩玳
セ
ゐ,r貞晒
第 五 口 第 六 岡
伊 は 皮 應 連 蹟 の 分 枝 係 數で あ.る.而 して,一 定 湿 度
でfiPtカ{1・5c【【・の時gは 最 大 とな る・
(7)爆 鼓 の上 限 籘1'max以kに 於 け る緩侵 反 麒
はrl己觸 媒 反距 形 式 を と る・(第6国)・Nnaxに 近
し慣 で は零 次 反 謹 形式(即 ち表 両 反 座 型)を とつ て邀
行 す る・
考 寮1)Pminに 對 して もg緩 慨 反廛 蓮度 に封
して もPi線 及 びPt螺 旋 め 影 響 の 存fr:すLqcは雁
然 た る もので あ る.
2)TIFし,P重はsiu.こ衷 面 反麒匡促遘f乍用.を呈 す る丈
で は ない ・ これ は表 而 積 一 廻 に して も箕 瞼(1)の 如
く,そ の全 阪窿 管 に 對 して 占め る長 さに 依 て そ⑳ 作
用 が 拠 る可も 及 び 箕 驗(5)の如 き抑 制 現 象 か ら も明 か
で あ 乙.
3)皀 βち,,疋慮 は.P星表 面 の みな 一,氣枷 鴫3に於
て も蓮 行 し,そ の 形 式 は 分 技 迷 蹟 形 を とる.(實 驗
(a))
4)要 す る に鯛 媒 表 面 に於 て 沂性 物 質 を.生ヒ こ 恥
が氣 棚 中 に於 て蓮 鎮 反 塵 を行 ふ の で あ るオも 固 盪 炎
面 が或 程度 を超 す とこの 氣 相 反應 のk/;;F;.とな り抑 制
作 用 が現 れ る ので あ る.
5)觸 媒 作 用 が 強 い も の は射 い もの に比 し氣 桐lllI
に 活 性 物 質 を,/RRAし難 くなつ て,娠 渡反 感 を抑 制
し,所 謂L牛 島 部 分 ■のm失 を來 ナ.帥 ち 石 英管 よ
り.パイ レ ツク ス;;のJ;が爆 發 は起 り易 い ので あ る.
6)Pm眺 附近 で は表 面反塵 が 虫 と して起 り.無
相 反 慮 が之 に 伴ふ が,氣 壓 が 吏 に高 くな る と氣 相反
應 が 遽 鎮的 に行 はれ る と同時 に,三 蹟街 突 の 可能 性
が射 して氣HPhで の活 性 滑 失 の 確率 が射 大 し爆發 に
は.なり難 くな る.
7)結 局,爆 發 反 塵 が起 るか 起 らない か は,衷 面
に於 て生 ず る活 性 物 質 の 生 成 囃 δと.,これ が冏 榔1或は
氣 相 で 破 壊 され る潰 失 牢 β との割 合 に 依 て完 裳 るめ
で.ある・ 而 してrは 常 に表 面活 性 化 と氣 相 連SPIIx
懸 を伜 ふ所 謂"1le【er㎎enhOlm9餓oFatalyaeな
る樋 構1ヒ佼.て逕 行 す る と考 へ られ る.
taiこれ'に引績 い て(CIt,十so,)の緩 漫反 鰹 に封 ナ
るPlの 影 響 に關 す.る貴 驗 結 果 がPoljakow及び
K`,rneievnに依 て報 告 され て;;る,(幾 藤 》




4? 抄 録 Vo1.X皿:
.6・ζ・電 位 に 對 す う.X.線 の 嚢郷 匪
τr}Lie6um馳動・R・Jo自邸pPhil.A/rr.,
26。120～9(1鵬 ト




て報 告1き匙 たが,こ1し は そρ績 報 と して,イ1驫 腸 質
に就 て得 られ た納 果 を遮 べ て 孕}.る.
電舞 度 測 定珊 ホ1訌 に腸 質 歌 石鍛 いqu諏ll㎎)2.69
.を兮 散.〔口 中SX.101S側め程 度)さ せ た もの のC・
1置位 ぱ その 電氣 泳 勲 速 度 か ら.求あ て,0,02鎚voTls
の 聾麌 潭 あ るが,之 に 其 線 を照 射 す る と 時 開 と共
に ζ が周 期 的 に辮 演 を示 す。 而 して その 鬱 動 の 程度
は 照射X線 の,1,fE一に催 る.と云r三・よV)麺 彰ろ,そ の
全癬 射 最 に依 て定 歸.之.を 圓示 す る と吹 の 棣 に な
る.【茲 にrはrdntgen單{1宝)即ちミ 縛の 撮 さのx





























くて輿一 らオ・た び1購の壁韓 一時的のも眇ではな
くて,細 孅1齢1撚 」てi.Ytそ確 の偵 を示 し
てrリ.,從て,斷 績的にa!射を郁 ・場合に`1麟 的
齢 鼠に感 じた塑動.を示す。
爾温度の影響 としては{℃ ・の場合に比 し,wlこ
於てご,.n位變動の周期が著 しく短か(な る・ 基等
の周期離攣動に於L・ その敢高最低の債は大做一d
して居て,照 射を綴績するに從.て何回で も鯲迢窪 し
て現れて來るのである.
wtこ.`ρ現象は ㍗線照射に依て部ll槿に認められ・
幾分ヒの方がX線 よリ強確 裸 を示ナ様に見える・
これ.らの易昌象に封する瓢射腺の波長,こ依 る影憐 もあ
る事と思劇 しるが確かな事は云へない・(後 藤)
7.淺 の 椄觸 作 用III.
種 叔 の 炭の 酸 化 力 φ耗較.炭 ヒ ドロ ゾル の迺




て獣 炭 乂1よ雌塘 淡 には イ ン ドフエ ノール 生成 反Mfr';(甜
・naPllkレ1十1】,pheny!enedi訊m「ηe十(Ir20=)一レindophp
cool)を陛邁 す る"7xroxidasピ'活性 作 珊 の あ る 場
を控 ぺ た个 囘 は種 々の 炭 を作 り,そ の吸 濟 能 及 び 三








































(1)列に てC・Cf#純 梓 の 簾塘 よ り,C・Nuire
と尿 素(::v,)の 混 合 物 よ り,GPcは 藤鯖 と顛 化
第 二繊 〔:S%)の澀 合 物 よ リ.,N'c-C・Nは繊 駆及 び 犀 素
奪混 じた 藤糖 よvty.た淡 で あ る・總 てJ9(1^一HOO。C
で 炭 化(ifiNl:化)した.(2)列 は 安 息 香 酸 の吸 着 猛,
(3)列は 殻磯 に對 す る吸 着 係 數(Freundlidr等溜度
式 》m=Kcuに 依 る)で あ る・(a)列は"ntalace"
活 性度 に て,Ii.0.分解 の一 次 反 塵 遮 度 伍 殿 を示 す・
⑨(6)列 は"OXI(1価e',及び"per【》XI{h記"活性
匿 κ て,,.1=祀の イ ン ドブエ ノー'レ反麒 に於 け る 鼓 絡
生成 最 に て 示す ・ 表 よ り解 る如(三 顧 の接 觴反 應 に
對 す る活 性 度 は 同順 位 で あ るが,吸h"iに對 して は;n一.
リC。FeがA}iiで,C-Nが最悪 で あ る.
弓欠に 二鵡 らwrのヒ ドロ ゾル を4rn,上 記 イ ンF7
エ ノー ル反 感 を行 は し犖 た.るに,塊 歌 の措 合 と全(
異 る型 式 で あ るが 碇邏 す.る.x二 淡 のあ る晶}合・と無
い場 合 に於 け るII,O,の酸 化 力 を比 べ る1ゑ1匸2り2
'溶 胡〔と カ ロ メル電 池 醐 のtuT`vY:.を槍 し.た・ 同一 濃 度
のILO.藩 櫞1に就 い て は ゾルの 濃 度 と共 に 電位 差 は
低 下 ナ る.こ の低 下 は ア ミル ア ル コホルpシ ア ン加
里 静 の毒 物 に よ りな くな る・II言Qgの代uに 酸 素 や
空 氣 に就 い セ も同 援 で あ る.こ れ はt[A.や 徴 素 に
p}し或 る何 か の效 果 を有 ナ る事 を示 す ・ 然 しゾル は
.ii
_4;分解 に桝 して ば 活 性 をイ「し.ない,enち 簸 ゾ ル
.3イン ドフ エ ノー ル反 應 に於 け る"1肥 繊idO船㌧'活
物 理 化 学 の 進 歩Vol.13n(1939)
● .
No.] 抄 49
性 は 有 ナ る が1`c3量akse"活性 【重な い 。
(水渡)
8.固 題 分 散 相 に 伎 る衷 面簿 膜 飲 の 長鎮 脂 翻 駿
.の收 着 輩二 次 元 壓 の 測定 に よ る
政 着遑 度 測 定1,II
A.Ac㎞ 配叫1f惚 ノ'hV+十rorhim.乙㌦κ..S_).,
9,51.一..68,69...88(19:28)
氣 雑 の 吸着 並 び に瀞 液 か ら潯 質 の 肢着 は良 く 研 究
せ らオLたオも 潛 者 は 永 に瀞 解 しな い物 質 ぷオこ画「上 に
一 分 子 層.をな して分子 が一itli向に配 列 し.た}i厘膜 か.
ら周懺 に ょz吸 蔚 を研 究 せ ん と して 次 の方 法 を提[ll
した.
薄 膜 の呈 す る二 次元 のmsが簿 膜 が吸i1Fせら躍レる に
つれ 減 少す る逕度 を測 定 しで威 巧 した。 黶 の 湖 定 に
はL町1emuirのlevrerI・glance;Ad鋤1SMamain
torsionbalmiccの方 法 をd41:.してAAの可 動陳 壁 を電 .
氣"イ ル と迚 轄p此 の コ イ ル を更 に大 コ イ ルの厳 嶋
中 に 置 い て二 次 元壓 の變 化 に よ る障 號 の 移 動 を 常 に
ノぐヲ ンス.する」.二要 ナ る大r1イ ル を通 寸2乙fE流.の醪襲さ
の壁 化 を測 定 した・
0.01vtiri濘浪 颪「.1ゴこ才 レ イ ン酸 〔Cie)とミ リス
チ ン酸(CbJの 一分 子 展 を作 り此 オしに 少 量 の活 性 淡
末 を均 一 に撮 布 して直 に壓 の氾 建 を行 ふ ・H分 子!hF
の 纂 ナ る黶 力t一 分 子 のll〒め る面 積 の 畷 係 か ら壓 の
變 化 を吸iiihtに換 算 すZ'flがlll來る・
珊 考 は先 づ 吸 蔚 逕 臻:に及 ぼ す 活 性炭 の 分最,粒 チ
の大 き ミ,多 孔 質 度 の 影 纏 を實 騎 し,又 粒 子 と粒f.
粒 子 と一 分 子肘 の界 面 に 旭 り得 可 き賞 駐 誤 差 朔li〔閃
'ed4+'1@し,吸齎 速 度 は 其 の 初 期 の み は次 の式
A=bPfin:吸,1越 ヒ,t;時网)
に 合 致 し,準 衡 は160C・aリ ス テ ン酸2・ 現・博旧5
mo150・Igm活性 炭 に於 い て8分 で 到 淦 して膿 吸 着
よ りも可 な サ速 い 導 を見toした((≒ 脂 肪酸 の掻 吸 着
は敬 口 を要 ナ る)・更 に 署 酒鹽は 吸mixI温線 を牢 め,此
iしは ヲ ング ミ`L一アの 式 にiiく合 ふ 。 飽 和吸 蔚1幽1
ミ リス チ ン殻(1{)の方 が 才 レイ ン俊(Cle)より2倍大
で あ つ た.
又 靴 品 腴硫 黄や 滑 石 に よ る吸 着 を研 莞Lた が,活
性 炭 よ り速 度 遖 く殊 に滑 石 の吸 蔚 辿 度 が 速 く,單 分
子AAの研xのindicatorとして 使 川 しfibる事 を示 し
た ・ 界 面 現 象 ・P電氣澗 建 に於 い て 液儼 の表 面 を聴 清
胃}にする事が殊の外重要 な班が多いが,從:來の清浮
法に較べて此の方法が甚だ優れてゐる事 が解 つ た・
.此の方法は工暴的曄川性の鮎からも興味がある・
署者は薄膜の其の下の溶液内への瀞解速匿 や*炭.








1:五 酸 化 げ ナ ジウ ム ゾ ル と三硫 化 砒 素 ゾ ル と の
反 鷹.
二 種 の疎 水 謬 質問 の枡 互 作 用 を考 へ る に,抗 凝 析
電 解 質(漁Lili男illgelectrolyse}間乂 は膠 質粒 子 を形.
・威 ナ る物 質 閲 の化 闖 反 慮 と,化 尊職 威 の變 化 を粋 は
な いswと が あ る・ 後 者 は例 へ ば 異 睡荷 罨 の驛 霞の
相.'砒澱 の 如 く膠 質 粒 子 の電 荷 に 聞 俵 す ろ・wixsの.
研 究 に都 合 の よい の は凝 折 を起 さ な い同 種 荷電 の膠
質 系 で あ る.二 の 場 合 の 反塵 槲 猷 二 通:り考 へ らi・
.る・ω 膠 質 粒 子 の 直擾 の接 弱 に よ り反 應 ナ るa,、(b)
鵬 質載 子 を形 虞 ナ る物 質 ボ ー度 溶 解 し溶 液 閲 に 反 應
が 起 己・ 薗 者 なれ ば=:分子反 廠 的性 質 を有 し,反 應
趣 度 は ゾル の濃 度 の 積 で 決 定 され る..後者 な れは ゾ
ル の濃 度 即 ち ゾルの 稀 糧度 に は無 闘 係 で あS:午3に
一 か の雁 質 のi-1解匿 が 他 よ り大 な る讐 含 に於 て そ う
で あ る.な ん とな れ ば酵 け易 い 腸質 の眞.の溶 液 に 他
の腿 質が 反 慮 す るが,そ の眞 ¢蒋 液 の濃 度 は一aで
あ る か ら・.既つ そ の濃 度 は 飽 和濃 慶 で な,く,隣質救
子 の溶 解 遠 度 と反 應 に よ る溶 解 閥 質 の 淌失 蓮度 との.
ai'i$'7R態に よ り決 定Inる ・ 従 つ て この鷹 合 反塵 膠
質 の 濃 度 此 の 憂 化 は 反 鹿 遑度 に到 し次 め如 く影 響 ナ
る・ 山1ち瀞 け 易 い膨 質 の 濃慶 柑 加rx反 慮 を 促 洫 し,
難 濘 の方 の露 質 は それ を湖 らす.乂 め、くの 如 く不 均
一 反慮 の機 構 を有 ナ6な らば} .反竈 迚 度 に 眞 の瀞 解
液 の濃 塗(c)と 他 の 腿 質粒 子 の豪 両檀.〔fi).に 比例 す
dx2Lalt
とな る・ 卯 ちT量k偲 匐k'c(A・x)看,Y:既に
反塵 した量,A3反 塵 し得 る全i直.
泓V.Osゾ ルにNtz^s、6・ゾルの灘 鷓 鏃











ない マ,.v2qsソ々 は 煉 瓦 亀・.邸303ゾル.は黄 祿 色,二
'氓 瞳 蓮 液 曇撮 砂qわ
.弔.から.・.スペ ク.卜.hteSE計
に よ り..反憾 蓮度 を測 定 した.先 づ 各液 の 吸 雅 歳'くク
ト睦 嫌 し燐 靴 鋤 ま1ゆa2{.5.mptv)cr甚を
脚,ピ ル の 濃 摩 堵 はA・hS・+3V・0譫 ▲NO・+
3V,0、+ssの化 遷鰍 齣 曲 俸'こ從 ひ・,4Lつ10,L'O,
50尠120倍 に糊}.した ものに 就 讃 瞼 した ・ そ
の靴果に稀樺に.よ.る反醒湖線 の羨は少(,二 鋼の膠
















Pt解Uそ の眞あ觀 匿がA轟 の嚀質瀬 に{乍JIけ
8..両して反慮生融 はA・・S・粒子の表面の瓣.を
結凸中心.として獲遼 して新、らしい廖質.を作 る・(これ
は反崕に講 期の な」略 と反螂蓮彳涯 共に臓 の避
緩のない事で解 る1.)
II.ハロゲ?化 鍛 ゾルと硫花硬素及び疏化7冫 チ
モ冫ゾルとぬ反雁 ・.










粒子の1縛 を必晦 脳 麟 曜'屮 ・ 今剏 の装
置によ.1嗔制 ・にて全く不純物を合ま.ぬs:ゾ.'レとITg






置0.オ ル ガ 丿 ゾ 坤の 安定 贋 の 研 究
且f,ErLrinFS.h..、眺 面 卯,五 肋 姑 名,
5.,縦2一・50(1938}
有 戳i洋媒 中 に於 け る有 機腸 蹊 の 溶 液殃 態 に 盟 す ろ
U9題は,今 ・H盛に研 究ll・で あ る,瀞 媒.と溶 質 との間
の副 係 を畑 ゐに ぱ,二 っ の方 法 が あ ・る.そ の 一 つ は
鯛.xの戒 分 の分 析 に働,膨 潤度,.渚媒 和度 雌 蠏
度 を決 定 し,淋 液 中 の 粒 子 の.妝襲 を轍 ナ 乙.今 一
つ ば 翫1に 簿 雷 な凝 締 を瞬 加 して粒 子 を沈 降 させ,
凝 紡 嘱 のM:質か ら.$nlの安 宛 度 を考 へ よ う とず るw
方で あ る.
蓑 者 等 はp比 濁 謫 定 法 に依 り,Yolys量}rol.,hauls.
ch鴫A駕et∫1滅1・1醐のo・g置・脚 裏 に對 す る同 旋 脅
の ア ル コ ール類 の 作用 を研究 した,.此 の際 め溶 媒 と
して はPolyntyml,,haidstlmk.には.Itenzol,Clil6m.
loon,Styrヒ}1をAzelvlzcllulnxcに:對して}‡A>Clon
を刑 ひた ・Po,ly.ljml,hRl【lxclmkの場 合は か ア.ルコ
〔 ルの分 子 倣 が 吩 す に從 つ て,凝 鈷 に鵡 要 なア ル コ
ール のnは 多 』く な る瑛・.Autylullul..=eの場 合 は丁
度 此 の…韓に なつ た・ 叉此 のn:合に ア ル コー ルの凝 齡
力紛 予黛.と喇 に1よ擁 竃rl寄(茲1・ り 紛
子猛 恥.の アル.9・一 ル の膠 質 粒 子 を'i;す に要 す
磯 雌 恥f呪 ・m・1雛 榊 るべ きア 肋 一 吻 相
需 す る茹⇔ な う髑 係 が あ るr
O㎎anα面1のpA.=一tiに 佐 る.凝緋 は 膠 質粒 子 に
.有趣 性
の ナ.ル魯一 ル 分'子が吸 縫.きオし,そ オしに よ り起
る と観 牢 す るゴ 鰹 質 粒 子 に吸 着 され た ア ル 切^ル の
雙 拯子 聞 に.働く力.φ火.さを測 るL猛め1.1安と.して μ筆
(μ13雙傾子 能 夢鶴 εは.透電恒 參ヒ).を川 ひ る.と,此.の
玳 とア ル ゴー ルの 凝 ㈱ ….とは略 比 例 す る精 巣 を懲 た・
(山北)
卜..
